
質問者 金 子 愛依 議員（２１番）
かね こ め い

１ 沼田市の財政について

ただいまの 金 子 愛依議員のご質問にお答え申し上げます。
かね こ め い

沼田市の財政についてでありますが、本市では、長期的な視点での

まちづくりを行うため、１０年ごとに総合計画を策定しています。

現在は、令和８年度までの１０年間を計画期間とする第六次総合計

画に基づき、「こころ豊かに暮らし、しあわせを実感できるまち沼

田」をまちづくりの将来像として設定し、その実現のため必要な施設

として、 金 子議員ご指摘のように、テラス沼田や学校の整備を進め
かね こ

てきました。その他にも、給食センターやスポーツ施設など、現在も

必要な施設の整備を行っているところですが、そのメリットは、現在

の住民はもちろん、未来の住民も受けることになり、「未来への投

資」であると考えております。

これらの取り組みを行うための費用については、市の収入となる税

金や、国・県からの補助金・交付金などを使いますが、実際にはそう



いう収入だけでは足りないため、その分は、市の貯金を取り崩したり、

お金を借り入れたりすることになります。

お金を借り入れることで借金が増えるのではないか、というご指摘

ですが、借入金額とその利子の７割が国から地方交付税として交付さ

れる合併特例事業債などの有利な地方債を活用するとともに、長期的

な見通しのもと、適正な管理に努めているところです。

なるべく多くの人に、末永く利用していただく施設ですので、その

費用についても、広く、長くご負担いただくことにより、市民共有の

財産として有意義にご活用いただけるものと考えております。

以上申し上げまして、 金 子 愛依議員のご質問に対する答弁とさ
かね こ め い

せていただきます。


